
具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

239,652 348,993 379,259 331,144 363,365 429,131

66,951 92,839 115,839 118,233 91,055 139,755

①
７月実施

②
４月から
実施

13,092 39,276 39,276 効果額〔実績〕（千円） 15,599 効果額〔予定〕（千円） 15,069 効果額〔予定〕（千円） 15,069

４月から
実施

204 204 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 204 効果額〔予定〕（千円） 204

７月実施

5,700 5,700 5,700 効果額〔実績〕（千円） 5,100 効果額〔予定〕（千円） 5,100 効果額〔予定〕（千円） 5,100

８月実施

20,000 20,000 20,000 効果額〔実績〕（千円） 67,325 効果額〔予定〕（千円） 42,225 効果額〔予定〕（千円） 67,325

８月実施

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

年度末ま
でに検討

効果額〔実績〕（千円） 0 効果額〔予定〕（千円） 135 効果額〔予定〕（千円） 135

7月実施

387 387 387 効果額〔実績〕（千円） 337 効果額〔予定〕（千円） 650 効果額〔予定〕（千円） 650

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

（１）事務・事業の再編・整理、廃止・統合

①補助金の見直し

1 共通
団体運営補助
金の見直し

①団体運営補助金は一律２０％カット
②団体運営補助金の廃止と事業補助
への切り替え
事業補助金は事業内容、効果等を勘
案し、１件ごとに個別精査（サンセット方
式の導入も）

①H17補正予算において20％カットを実
施
②H18予算編成に際し、補助金の内容を
精査

②団体運営補助金を廃止し、事業補助
金としてH18年度予算に計上

2 課税課
事業補助金の
見直し

大阪東たばこ商業協同組合へのた
ばこ販売促進補助金の廃止

近隣市の状況を調査
大阪東たばこ商業協同組合への
たばこ販売促進補助金を廃止

3 産業振興課
事業補助金の
見直し

地域小規模事業活性化事業補助
金の対象のうち、プレミアム商品券
を廃止

プレミアム商品券を廃止

4 高齢介護課
事業補助金の
見直し

老人集会所増築費・補修費補助金
の廃止

８月に要綱を廃止

5 高齢介護課
事業補助金の
見直し

老人福祉施設整備費補助金の廃
止

８月に要綱を廃止

6 納税課
事業補助金の
見直し

納税貯蓄組合補助金の廃止に向
けて検討

4月から実施
（補助金交付規則を廃止）

7 社会教育課
青少年オーケ
ストラ後援事業
の見直し

自主運営の確立に向け、市の負担
を軽減（半額に）する。
今後も、自主運営を促進する。

自主運営の確立に向け、市の負担を半
額にした。
平成１８年度より自主運営するとの申出
あり。

自主運営されるため、市の負担を無くす。
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具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

４月実施
４月から
実施

600 800 800 効果額〔実績〕（千円） 1,000 効果額〔予定〕（千円） 1,200 効果額〔予定〕（千円） 1,200

４月から
実施

23,000 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 23,600

８月実施

27,172 26,472 26,472 効果額〔実績〕（千円） 28,872 効果額〔予定〕（千円） 26,472 効果額〔予定〕（千円） 26,472

②扶助費・給付金等の見直し 74,003 112,133 112,133 78,418 103,665 103,665

12月から
実施

11,772 11,772 11,772 効果額〔実績〕（千円） 12,021 効果額〔予定〕（千円） 12,021 効果額〔予定〕（千円） 12,021

４月から
実施

35,938 35,938 効果額〔実績〕（千円） 1,364 効果額〔予定〕（千円） 26,394 効果額〔予定〕（千円） 26,394

４月から
実施

2,192 2,192 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 1,149 効果額〔予定〕（千円） 1,149

７月実施

55,691 55,691 55,691 効果額〔実績〕（千円） 55,691 効果額〔予定〕（千円） 55,691 効果額〔予定〕（千円） 55,691

8
市民文化会
館

市民劇場委員
会補助事業の
見直し

市民文化会館市民劇場委員会補
助事業を段階的に精査（１６年度：８
本→１７年度：５本→１８年度４本に
縮小）し、支出の縮減をはかる

補助事業を段階的に精査し、１７年度は
５本を実施。結果として支出の縮減を図
ることができた。

１８年度も補助事業をより一層精査し、４
本の事業に縮小して実施予定。

9 納税課
前納報奨金な
どの見直し

全期前納報奨金の廃止
３月議会に条例の一部改正を提案

市民に広報、啓蒙を図る
（当初の納付書に廃止の案内を同封
　広報・ホームページに廃止の記事掲載
等）

4月から実施

10 産業振興課 中小企業支援
従来の利子補給制度を廃止し、創
業支援のための利子補給制度を創
設

従来の緊急利子補給制度を廃止し、
創業支援のための利子補給を実施

11 社会福祉課
福祉施策の見
直し

柏原市準援護世帯見舞金の廃止
１０月に要綱廃止

12 社会福祉課
福祉施策の見
直し

身体・知的障害者、特定疾患者福
祉金の廃止

３月議会に条例（身体・知的障害者福祉
金）廃止提案
３月に要綱（特定疾患者福祉金）の廃止

４月から廃止
新規事業として、重度障害者の社会参
加促進のためタクシー利用料金を一部
助成

13 児童福祉課
福祉施策の見
直し

母子家庭等福祉金の廃止

３月議会に母子家庭等福祉金の廃止条
例提案

４月から廃止
新規事業として、就職に役立つ資格や
技能の習得支援のため、パソコン講座
や簿記３級講座等を実施

14 高齢介護課
福祉施策の見
直し

敬老福祉金の廃止
６月に市条例を改正
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具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

７月実施

7,540 7,540 7,540 効果額〔実績〕（千円） 9,410 効果額〔予定〕（千円） 9,410 効果額〔予定〕（千円） 9,410

７月実施

-1,000 -1,000 -1,000 効果額〔実績〕（千円） -68 効果額〔予定〕（千円） -1,000 効果額〔予定〕（千円） -1,000

③国庫(府)補助負担金一般財源化対象事業の見直し 0 10,020 13,020 0 9,652 14,151

４月から
実施

8,000 11,000 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 7,632 効果額〔予定〕（千円） 12,131

４月から
実施

2,020 2,020 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 2,020 効果額〔予定〕（千円） 2,020

④普通建設事業の見直し 20,000 20,000 20,000 100,000 86,000 86,000

４月実施

20,000 20,000 20,000 効果額〔実績〕（千円） 100,000 効果額〔予定〕（千円） 86,000 効果額〔予定〕（千円） 86,000

⑤委託事業の見直し 58,384 86,384 86,384 14,136 46,736 56,736

４月から
実施

8,000 8,000 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 8,000 効果額〔予定〕（千円） 8,000

15 高齢介護課
福祉施策の見
直し

長寿祝い金の減額
６月に市条例を改正

16 高齢介護課
福祉施策の見
直し

寝たきり見舞金の増額
６月に市条例を改正

17 社会福祉課
福祉施策の見
直し

重度身体・知的障害者入院時食事
療養費助成の一部改正

３月議会に条例一部改正提案
重度身体・知的障害者入院時食事療養
費助成を２０歳以下とする

18 高齢介護課
福祉施策の見
直し

訪問介護利用者負担額助成の市
単独分の廃止

３月に要綱を廃止 ４月から実施

19 各課 事業の見直し

防災、緊急、安全などを評点化し実
現的な都市整備を計画的に行い、
投資的経費を抑制する（一般財源
ベースの１０％削減）

事業計画、事業手法等の見直しにより
事業費を抑制し、予算に反映

20 環境保全課
契約方法の改
善

斎場は引き続き直営で運営する
が、業務委託に入札を導入し経費
節減

入札による設計書、仕様書等検討済。 入札を実施する
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具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

４月実施

46,000 46,000 46,000 効果額〔実績〕（千円） 7,568 効果額〔予定〕（千円） 7,568 効果額〔予定〕（千円） 7,568

４月実施

5,000 25,000 25,000 効果額〔実績〕（千円） 6,568 効果額〔予定〕（千円） 31,168 効果額〔予定〕（千円） 41,168

４月実施

7,384 7,384 7,384 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

⑥類似事業等の見直し 4,832 7,566 7,666 4,743 9,143 9,143

①
４月実施

②
４月から
実施

1,716 3,168 3,168 効果額〔実績〕（千円） 990 効果額〔予定〕（千円） 3,168 効果額〔予定〕（千円） 3,168

①
８月実施

②
４月から
実施

473 473 473 効果額〔実績〕（千円） 473 効果額〔予定〕（千円） 643 効果額〔予定〕（千円） 643

年度末ま
でに検討

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

年度末ま
でに検討

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 50 効果額〔予定〕（千円） 50

21 共通
民間委託の検
討

シルバー人材センターへの委託業
務の見直し

従来の業務の委託内容を見直し、節減
した経費で小学校安全監視員配置業務
等を開始
（見直し額：24,522千円、小学校安全監
視員配置業務追加額：16,954千円）

22 契約検査課
契約方法の改
善について

各課分散発注している委託業務を
統合発注
競争性を向上させるため、随意契
約を入札に切替

５業務（清掃2・保守点検2・管理1）につ
いて、随意契約から入札に切り替えた
（切り替えた業務の一部は特別会計に
つき、113番に効果額を計上）

　H１７年度に実施した各課対象のヒアリ
ングに基づき、入札に切り替えるよう取
り組む
（長期リースや長期施設管理の契約を
特に重点的に指導）

　引き続き、随意契約から入札へ切り替
えるよう取り組みを継続する

23 総務課 契約方法改善
市役所及び各施設の清掃業務の
入札方法を改善

入札方法改善
（効果額は２２番に計上）

24 社会教育課
高井田文化教
室の見直し

公民館講座と重複する講座は廃止
統合
① １７年度一部廃止
② １８年度全部廃止（公民館講座
と統合）

① １７年度一部廃止
② 講座統合に向けて、公民館と協議
　　協議結果を講師に通知

４月に全部廃止

25 公民館 講座の見直し

①内容の類似した講座の整理及
び、利用の少ない講座の縮小・廃
止。
②住民ニーズに合った新規講座の
開設。

①パソコン講座､きもの講座の縮小､茶
道（表）講座を休止。
②「市民文化講座」として希望する講座
についてアンケート調査を実施。

②アンケート調査結果により、ニーズの
少ない講座を縮小・廃止。希望の多い
「パン・ケーキ作り」「絵手紙・ちぎり絵」
「押し花」「水墨画」「マジック」「短歌・川
柳」などから新規講座を開設。

引き続き、住民ニーズに合った新規講座
を実施する。

26 人権推進課
イベント等の見
直し

平和展については、業務委託によ
り経費を節減して継続

府内他市における平和展の事業内容や
予算を研究した。良質内容・低額予算で
の実施を検討する。

27 保険年金課
イベント等の見
直し

ふれあい祭等の慣例的な事業を見
直すとともに、新たな保健事業に取
り組む

保険年金課担当部分の健康まつりをふ
れあい祭に統合、
ふれあい祭りフアフアマットの廃止
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具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

4月実施

100 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

11月まで
に検討

効果額〔実績〕（千円） 200 効果額〔予定〕（千円） 200 効果額〔予定〕（千円） 200

11月まで
に検討

効果額〔実績〕（千円） 80 効果額〔予定〕（千円） 250 効果額〔予定〕（千円） 250

年度末ま
でに検討

効果額〔実績〕（千円） 100 効果額〔予定〕（千円） 160 効果額〔予定〕（千円） 160

９月実施

150 150 150 効果額〔実績〕（千円） 140 効果額〔予定〕（千円） 140 効果額〔予定〕（千円） 140

９月実施

654 654 654 効果額〔実績〕（千円） 654 効果額〔予定〕（千円） 654 効果額〔予定〕（千円） 654

７月から
実施

967 967 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 967 効果額〔予定〕（千円） 967

28 環境保全課
イベント等の見
直し

環境フェアは、環境問題啓発のた
め引き続き実施するが、経費を節
減

検討の結果、積極的に推進すべき事業
であると判断し、予算規模は縮小せず、
内容の充実を図る。

29 産業振興課
イベント等の見
直し

商工まつりについて、物産展として
の特色を出すよう、イベントのあり
方を商工会と協議

10月9日実施の商工まつりにおいて、物
産展示等で市内商工業のＰＲに努めな
がら、経費節減を実施。
今後の方向性について、商工会と協議。

補助対象とする事業内容を精査・絞り込
む一方、物産展示即売会や市内企業紹
介ブースを拡大し、市内商工業のPRに
努める。

30 産業振興課
イベント等の見
直し

観光ぶどう狩りキャンペーンは今後
の効果的なPR方法を検討

天王寺駅構内でのぶどうミニパックの無
料配布を休止し観光ぶどうセンター30周
年記念キャンペーンを行い。併せて大阪
府へのＰＲ依頼及び表敬訪問を行った。

今後とも、観光ぶどうセンターが主体と
なって新たなＰＲ方法を企画しメディアな
どを活用していく。

　観光ぶどうセンターが主体となって前
年のＰＲ方法検証し、より効果的な手法
を実施する。

31 産業振興課
イベント等の見
直し

農業祭（ぶどう祭・野菜朝市）は継
続して実施するが、今後の事業の
あり方を検討

消耗品等の支出についての精査を行っ
た。

ぶどうまつりについては市外にて「柏原ぶど
う」のＰＲ即売会の開催を模索中。野菜朝市
については、より多くの参加農家を募りＪＡと
連携を図り開催し、「地産地消」を推進する。

32 高齢介護課
イベント等の見
直し

老人福祉大会の規模を縮小
１日２回公演を１回に縮小

33 高齢介護課
イベント等の見
直し

金婚祝賀式を老人福祉大会に統合
老人福祉大会に統合

34 健康福祉課
イベント等の見
直し

健康まつりのふれあいまつりへの
統合

｢ふれあい広場｣へ統合して実施する
（健康まつりは中止する）
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具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

４月実施

950 950 950 効果額〔実績〕（千円） 950 効果額〔予定〕（千円） 950 効果額〔予定〕（千円） 950

４月実施

789 789 789 効果額〔実績〕（千円） 789 効果額〔予定〕（千円） 789 効果額〔予定〕（千円） 789

年度末か
ら実施

100 100 100 効果額〔実績〕（千円） 0 効果額〔予定〕（千円） 100 効果額〔予定〕（千円） 100

年度末ま
でに検討

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 240 効果額〔予定〕（千円） 240

４月から
実施

315 315 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 315 効果額〔予定〕（千円） 315

1２月まで
に検討

効果額〔実績〕（千円） 367 効果額〔予定〕（千円） 567 効果額〔予定〕（千円） 567

⑦その他経費・事業費の必要性、費用対効果等による見直し 15,482 20,051 24,217 15,944 19,258 22,979

９月実施

5,147 5,676 5,676 効果額〔実績〕（千円） 5,147 効果額〔予定〕（千円） 4,740 効果額〔予定〕（千円） 4,740

35 公園緑地課
イベント等の見
直し

玉手山公園の春の桜まつり・秋の
フェスティバル廃止

廃止

36 社会教育課
イベント等の見
直し

ファミリーカーニバル、ガーデンフェ
スティバルは事業効果が希薄であ
るため廃止する

廃止

37 公民館
イベント等の見
直し

市民文化講座の開講式・閉講式の
廃止

受講者の強い要望により17年度の閉講
式は、当初の予定通り実施するが､18年
度からは､旧来の開講式･閉講式のまま
開催せず、役割を明確にし、新たな位置
づけで実施する。

式典中心の内容を改め、開講式は合同
説明会として実施。閉講式は修了証授
与式と卒業展として開催。また、皆勤賞
等の配布記念品については、講座の開
催趣旨に鑑み、廃止とする。

38 公民館
イベント等の見
直し

市民文化祭について、より広範な
市民参加促進の観点から、類似イ
ベントとの関係整理や補助のあり
方を含め、市民文化祭の実施内容
の見直しを行う。

市民主体の市民文化祭とするため、開
催期間や事業内容を見直し、市民がより
気軽に参加できる市民文化祭づくりを、
主管団体の柏原市文化連盟とともに検
討。

市民文化祭で開催する「文化講演会」に
ついて、同様の講演会が、柏原市文化
連盟主催の文化連盟祭で、より効果的
に開催され実施目的は概ね達成されい
るため、重複しての開催は終了する。

39 指導課
イベント等の見
直し

かしわら郷土カルタ大会は、事業実
施の負担に比して事業効果に乏し
いため、今年度限りで廃止する

４月から廃止

40
スポーツ振
興課

イベント等の見
直し

体育協会への委託により、比較的
少ない経費で運営出来ている。基
本的には現行継続としながら、記念
品の精査等、改善余地のある部分
の検討を行う。

参加賞・委託料の精査。（市民健康マラ
ソン大会）

参加賞・委託料の精査。（市民体育祭・
市民健康マラソン大会）、特別スポーツ
教室の廃止。

41 総務課
公用車の管理
運営方法につ
いて

車両保有台数を削減しリース・レン
タルを活用し維持経費を削減する

公用車１３台を廃車し、軽貨物車５台を
リース

買い替え時のリース化推進 買い替え時のリース化推進
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具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

４月から
実施

0 550 550 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 550 効果額〔予定〕（千円） 550

４月実施

6,690 6,690 6,690 効果額〔実績〕（千円） 6,870 効果額〔予定〕（千円） 6,690 効果額〔予定〕（千円） 6,690

９月実施

200 1,000 1,000 効果額〔実績〕（千円） 200 効果額〔予定〕（千円） 1,000 効果額〔予定〕（千円） 1,000

年度末ま
でに検討

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

年度末ま
でに検討

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

10月まで
に検討

効果額〔実績〕（千円） 0 効果額〔予定〕（千円） 18 効果額〔予定〕（千円） 36

９月実施

321 321 321 効果額〔実績〕（千円） 334 効果額〔予定〕（千円） 334 効果額〔予定〕（千円） 334

42 総務課
事務事業概要
書の廃止

予算・決算参考資料の作成により
事務事業概要書の廃止

廃止

43
住民参画推
進課

国際交流事業
の見直し

国際交流事業の凍結

国際交流事業（国際交流基金事業を除
く）の凍結

44 保険年金課
医療費抑制施
策の見直し

国保ヘルスアップ事業を導入して
生活習慣病を予防し、医療費を抑
制

７月に保健師配属、９月から実施

45 環境保全課
リサイクルコー
ナー運営方法
の充実

設備投資の伴うリサイクルプラザ等
以外の方法で運営充実を検討

広報かしわらによるゆずります・ゆずってくだ
さいコーナーにより実施した。運営充実を図
る方法については、個人情報保護の観点か
らも課題が多く、リサイクルをより推進するた
め、何らかの方法で継続する必要がある。

広報かしわらで交換会（現物持参）を募
集する方法、そこで残った物を環境フェ
アで無料配布することや、品物の情報掲
示板（常設）を本庁、国分出張所、文化
センターに設置する方法等を検討する。

46 環境保全課
ごみ減量施策
の推進

一般家庭ごみの有料化等によるご
み減量施策の推進

４月から各市の状況調査

47
道路水路管
理課

リサイクル
現在廃棄処分している自転車の再
利用について検討

①レンタサイクルをＪＲ高井田駅で９月
頃から実施。
②公用車として４月から実施。
③販売店への競売による再利用方法を
引き続き検討する

①JR高井田駅レンタサイクルの利用状
況を踏まえ、他の駅への増設を検討す
る。
②公用車利用の実施

48 高齢介護課
長寿者訪問の
見直し

長寿者訪問対象者の見直し

対象を市内在宅の男女の最高齢者とし
た。
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具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

６月から
実施

710 2,476 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） -1,300 効果額〔予定〕（千円）

８月実施

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

4月から実
施

465 465 効果額〔実績〕（千円） 7 効果額〔予定〕（千円） 197 効果額〔予定〕（千円） 197

①
10月まで
に検討

②
４月から
実施

120 120 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 1,859 効果額〔予定〕（千円） 1,859

４月から
実施

1,090 1,090 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 1090 効果額〔予定〕（千円） 1090

10月から
実施

2,449 2,449 2,449 効果額〔実績〕（千円） 2,939 効果額〔予定〕（千円） 3,100 効果額〔予定〕（千円） 3,100

４月から
実施

480 480 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 480 効果額〔予定〕（千円） 480

49 出納室
公共料金の自
動引き落とし

各課での事務の効率化と支払い遅
延の防止効果が見込めるため銀行
が提供する公共料金自動引き落と
しシステムを導入

６月から実施
【業務効率化による効果については、７
１番で効果額を算定】

50 出納室
支出命令書添
付書類の見直
し

庁内ＬＡＮの掲示板等による添付書
類の周知徹底

８月実施

51 社会教育課
国分東小学校
施設開放事業
の見直し

利用率が低いので廃止する
４月から廃止

52 社会教育課
青少年教室事
業の見直し

①ニーズもあることから即座に廃
止・縮小できないが、整理統合をす
すめつつ、有料化も検討
②開講式は１７年度を最後に廃止
する

既存青少年教室は民間事業者と競合す
る教室については、平成１７年度で廃止
する。

青少年に体験学習ができる入門講座に
移行する。
開・閉講式は行わない。

53 指導課
学校週５日制
施設開放委託
事業の見直し

第二土曜日の子どもの過ごし方の
受け皿として実施してきたが、学校
週５日制が定着したため廃止する

４月から廃止

54
市民文化会
館

市民への情報
提供の推進及
び手法の検討

市広報への掲載方法を縮小し経費
節減をはかるとともに、ポスター・チ
ラシ等を有効に活用しながら、外部
（新聞・プレイガイド・掲示板等）を
活用する

経費節減のため、市広報誌への掲載を
４月号より縮小（２ページ減）し、１０月号
から無料掲載のみとした。年２回発行の
特集号も、１回（５月号）のみ発行。

無料掲載（１ページの１/２）を引き続き行
い、チラシ等を有効に活用し又、新聞掲
載等により集客増をめざしたい。

55 人事課
特別旅費の見
直し

旅費の宿泊料を１５，０００円に統
一

宿泊料を上限15,000円とする見直しにつ
いて、実施に向け検討中。
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具体的取組項目の進捗状況（実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

４月から
実施

2,400 効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 2,403

１０月から
実施

875 1,500 1,500 効果額〔実績〕（千円） 647 効果額〔予定〕（千円） 1,500 効果額〔予定〕（千円） 1,500

⑧情報化推進による行政の効率化 0 0 0 -330 -2,144 -3,298

10月まで
に検討

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

９月実施

効果額〔実績〕（千円） -330 効果額〔予定〕（千円） -2144 効果額〔予定〕（千円） -3298

年度末ま
でに実施

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

56 総務課
加除式例規集
の廃止

例規検索システムを活用し、加除
式例規集を廃止

廃止

57 総務課
庁内の電気製
品の使用につ
いて

各課・係単位で使用している電気
ポット・冷蔵庫等の共同利用による
電気代等の節約

電気機器の配置見直し 電気機器の配置見直し、節電対策の実施

58
行財政改革
推進本部

統合型ＧＩＳ導
入の検討

共用空間データ（基図）を全ての業
務が利用し、維持管理の一本化で
経費の節減を図る。

統合型GISの研修・費用対効果の調査
等を実施したが、財政効果が現れなかっ
た

年度内の導入を目指し検討継続

59 情報管理 情報の共有
パソコンの適正な配備等ハード面
の充実を図り電子自治体を推進す
る

パソコン３７台配備累計２２４台
充足率６４％（保育所、病院除く）

パソコン８２台配備累計２９４台
充足率約８０％
（保育所１２台配備、病院除く）

パソコン７０台配備
充足率事務系でほぼ１００％予定

60 広報広聴課
わかりやすい
市政の実現

ホームページの充実

ホームページを随時チェックし、各課に
対し、ホームページの更新と、内容の充
実と文言をわかりやすくするようになどを
指示した。

ホームページを随時チェックし、各課に
対し、ホームページの更新と、内容の充
実と文言をわかりやすくするようになどを
指示していく。
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